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【基本目標①の達成に向けた施策の論理的な構造（ロジックモデル）】 

  

インプット 活動
初期

アウトカム
中期

アウトカム
長期

アウトカム
インパクト

目標
１

可
能
な
限
り
健
康
で
自
立
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る

どこに働きかけるか
（資源）

どう動き出すか
（活動）

ありたい姿
（社会への影響）

まずどうなるのか
（活動目標）

何が変わるのか
（成果目標）

本
人

専
門
職

地
域

関
係
機
関

健康づくりや生活機能の維
持向上に向けて、地域の取
り組みの関心・機運が高ま
る

各
種
施
策
の
実
施

自分の暮らしぶりについて、
話をする機会がある

自身の今の状態や生活習慣、
今後の見通しをイメージす
ることができる

生活機能が低下したサイン
や、「元の暮らしに戻る」
方法があることについて、
知る機会がある

フレイル及び生活習慣病の
重症化を予防しつつ、元の
生活に戻す視点でサービス
を提供する

本人の生活課題の解決と取
り戻したい活動・参加を促
す支援を実践するための技
術を高める

フレイル高齢者やその他生
活機能が低下した高齢者を
元の生活に戻した事例の共
有ができている

フレイル高齢者やその他生
活機能が低下した高齢者に
対して、目標と達成期間が
明確になった生活課題解決
型のサービス提供が増える

健康づくりや支え合いにつ
ながる多様な通いの場が立
ち上がる

多様な趣味、特技に能力に
応じた多様な活動・参加の
場ができる

多様な活動・参加の場所が
住民に開かれていて、参加
できる環境が整っている

多様な通いの場の中で、フ
レイル・認知症の人への関
心が高まり、相互の支え合
いが生まれる

今できていることを続ける
転倒、急な入院に伴う
介護申請が減少してい
る

フレイル予防につながる活
動的な生活を送る

要介護認定を受けるま
での年齢を遅らせる

自己肯定感を高める支援技
術が向上し、元の暮らしを
取り戻す高齢者の事例が増
える

しなくなった活動を再開し
自信を取り戻す
生活機能が低下しても元の
生活に戻ることができる

介護度重度化が減少し
ている

効果的な予防サービス
が提供されている

シマの中に活動量が高
まる参加の場が複数あ
る

健
康
寿
命
の
延
伸

住
民
の
『
こ
こ
に
居
る
幸
せ
』
が
あ
ふ
れ
る
シ
マ
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高齢者が住み慣れた地域において、安全で安心して暮らすことができるよう、関係機関

との連携のもと、高齢者への地域での見守りや交通安全活動の推進、消費者被害の防止の

ほか、災害時等における支援や感染症対策の取り組みを進めます。 

 

本計画で達成を目指す高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる地域共生社会の実現

に向けて、本村の高齢者、家族介護者、事業所、地域へ働きかけ、施策の達成状況をモニ

タリングする指標をもとに PDCA サイクルを実施し、多様な活動を通して目指す姿の実

現を目指します。 

 

【基本目標②の達成に向けた施策の論理的な構造（ロジックモデル）】 

 

  

インプット 活動
初期

アウトカム
中期

アウトカム
長期

アウトカム
インパクト

目標
２

老
い
て
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
る

どこに働きかけるか
（資源）

どう動き出すか
（活動）

ありたい姿
（社会への影響）

まずどうなるのか
（活動目標）

何が変わるのか
（成果目標）

本
人

専
門
職

地
域

関
係
機
関

シマの中の高齢者の暮らし
ぶりについて、考える機会
がある

各
種
施
策
の
実
施

自らの老後について考える
機会がある

今後の暮らしを前もってイ
メージできている

日々の変化や今後予測され
ることについて専門職に気
軽に相談できる

個別の事例を通して、他の
機関や多職種と話をする機
会がある

在宅介護において必要な制
度や活用できる資源を本人
や家族に丁寧に伝えている

身近に感じる専門職がいる

地域ケア会議やサービス担
当者会議に、シマの住民も
参加している

シマの要支援・要介護高齢
者の暮らしぶりを知ってい
る地域住民が増える

高齢者の関わりを通して、
自分の将来について考える
機会がある

認知症や要介護状態になる
ことに対する不安や恐れが
軽減されている

なじみの関係が保たれ
た中で、ケアが提供さ
れている

資源の不足がもたらす困難
さが、専門職や関係機関、
地域住民の様々なつながり
や協力によって軽減されて
いる

本人の意思を尊重しながら、
本人が家族や友人、専門職
等と話をしながら今後の暮
らしを決めている

シマの中で、何気ない
日常に満足感を感じな
がら暮らしている

地
域
共
生
社
会
の
実
現

住
民
の
『
こ
こ
に
居
る
幸
せ
』
が
あ
ふ
れ
る
シ
マ

自分の状態について、専門
職に気軽に相談している

支援を必要とする高齢者や
家族の想いを関係者間で共
有しながら支援する

必要な医療・介護等の支援
を活用している

本人や家族が必要な制度に
ついて理解できている

機関や職種を超えたコミュ
ニケーションの機会が増え
る

認知症や要介護状態に
なっても、よりよい暮
らしや幸せを望むこと
ができている

高齢者を支える地域の力が
高まる
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【基本目標③の達成に向けた施策の論理的な構造（ロジックモデル）】 

 

  

インプット 活動
初期

アウトカム
中期

アウトカム
長期

アウトカム
インパクト

目標
3

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
を
持
続
す
る

どこに働きかけるか
（資源）

どう動き出すか
（活動）

ありたい姿
（社会への影響）

まずどうなるのか
（活動目標）

何が変わるのか
（成果目標）

本
人
・
地
域

専
門
職

行
政

関
係
機
関

介護保険サービスの提供状
況について確認する

各
種
施
策
の
実
施

様々な制度や、地域の支え
合いの重要性について知る
機会がある

老後に関する制度やサービ
ス、支え合い活動について
理解する

自分の仕事や職場環境につ
いて、振り返る

どのような業務にどのよう
な人材が必要か確認する

現在努めている職員等を
大切にする

健康を保ちながら働くこと
の重要性について理解する

福祉に関わる機会を通じて、
関心が出てくる

支援体制を継続するために
必要な財源について理解す
る

福祉への関心が高まる

状態に応じて、適切に介護
サービス等の利用ができて
いる

質の良い介護サービス
等が提供されている

様々な方法を使って、人材
を募集している

働きやすい職場環境となっ
ている やりがいを感じながら

働くことができている

支援が継続されるため
の財源が確保されてい
る

介
護
給
付
の
適
正
化
・
持
続
的
な
支
援
体
制
の
確
保

住
民
の
『
こ
こ
に
居
る
幸
せ
』
が
あ
ふ
れ
る
シ
マ

介護サービスの目的につい
て知る機会がある

ボランティア活動など、福
祉の活動に参加する機会を
増やす

介護保険制度の目的につい
て理解する

職場内で、働く環境につい
て話し合う時間がある

村内で、どのような人材が
必要かを共有する

適正な介護保険料の
設定がなされている

村の規模にあった支援体制
ができている

適正なプランが作成さ
れている

村の実情に応じた介護
サービス等が整備され
ている


